
 

 

 
   

“めあて”の確認をしました 
８月２９日「夏休み明け集会」を行いました。 ７月 

１９日「夏休み前集会」で話した、『人・本・旅』をベ 

ースに、夏休みにしかできないチャレンジができたか 

を尋ねました。前期後半のスタートとして、木葉小学 

校が今年１年間を通して取り組む“めあて”を再確 

認しました。 

家庭、地域の支えによって、大きな事故等がなく夏 

休みを終えることができたことに感謝しています。                               

    長崎に行って学ぶ価値とは ～修学旅行より～ 

６年生が、９月３～４日の日程で長崎方面に修学旅行か 

ら帰ってきました。修学旅行に行く前の「出発式」では 

 

 

 

 

を６年生に伝えました。 

学校に戻ってからの「解散式」では、代表の子が「戦争は 

二度と起こしてはいけないと思いました。」と述べてくれまし 

た。だれもが分かっていることですが、長崎の地で改めてそ 

う感じることが、修学旅行の目的でもあるのです。 

思い出づくりの中に学びのある修学旅行となりました。 

  教育環境を整える （参加率：約８6％） 
～いい学校がいい地域を作り、いい地域がいい学校を作る～ 

８月２５日（日）に、夏休み明けの校内の環境を整えるため、ＰＴＡ美化作業を行いました。当日に

参加できない家庭向けに、事前作業も実施しました。参加率も昨年の８４％より上がっていました。ま

た、昨年に続き、運動場でグランドゴルフを楽しむ地域の方々が積極的に除草作業に参加していた

だきました。（写真下）感謝です。 

子供たちにもがんばってもらいました。たくさんの力を合わせることで、教育環境が整っていきます。 

学びの環境は、重 

要です。今後も、みん 

なの力で「木葉小学 

校」を創っていきまし 

ょう。 
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木葉小便り 

夏祭りの太鼓（６年生） 

お世話になりました 

平和集会（平和公園） 

 

①いろんな人や文化に出会い、視野や想像力を広げること 
 

②歴史を学ぶのは現在と未来に生かすためであり、長崎の 

歴史は日本に生きる者として知っておく必要があること 
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